
障がいのことでお困りの方は、お気

軽に親和会までご相談ください。

1995年に精神障がい者の地域生活支援家族会としてスタートした親和会は、今年度で25

年を迎えます。利用者・ご家族、役職員そして地域の方に支えられて、この四半世紀で庄内

地域に５通所事業所・８グループホーム・相談支援事業所・居宅介護事業所、利用者数のべ

約200名までに発展しました。今日の親和会の礎を築き、発展を支えていただいた皆様に心

より御礼申し上げます。

この間、国連では「私達ぬきに私達のことを決めるな」というスローガンのもと障がい者

の自己決定権を明記した「障害者権利条約」が発効し、国内では本条約の締結にむけて「障

害者差別解消法」が施行されるなど、障がい者をめぐる情勢も大きく変わりつつあります。

親和会でも、2017年に「将来構想」を策定し「基本理念」と「基本方針」を制定しまし

た。「将来構想」に則り、親和会では利用者の個人の尊厳を大切にし、障がい者が地域で自

分らしく生きるための支援を行うとともに、地域に開かれ信頼される法人運営をめざしてい

るところです。

今年度は、親和会の理念を具体化すべく、利用者への支援向上と働き甲斐のある職場環境

の確立、事業運営の適正化を図る所存です。また、現在、猛威を振るっている新型コロナウ

イルスの感染予防をはじめ、危機意識をもって取り組みを強めてまいります。

今後も、利用者・ご家族の皆様をはじめ、地域の皆様からのご支援ご協力を賜りますよう

心よりお願い申し上げ、ご挨拶と致します。

令和２年度をむかえてのご挨拶
社会福祉法人 親和会

理事長 山本 久喜
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※ さごし利用者で書家の梅津玄雲氏に揮毫していただきました。

‣発熱やのどの痛み、咳が長

引くこと（1週間前後）が多

く、強いだるさを訴えること

が多いのが特徴です。

特にご高齢の方や基礎疾患

のある方は重症化しやすい可

能性があります。

‣まず手洗いが大切です。

‣咳エチケットを行ってくだ

さい。

‣持病のある方、ご高齢者は、

できるだけ人ごみの多い場所

を避けるなど注意してくださ

い。

‣発熱等の風邪の症状が見ら

れるときは、学校や会社を

休んでください。

（厚労省HPより作成）

不安のある方は、お気楽に

職員にご相談ください。

３月１１日開催の第４回理事会及び３月１９日開催の評議員会において、令和２年度の

親和会「事業計画」が決定しました。令和２年度は、この事業計画にもとづき法人を運営

してまいります。

令和２年度の法人運営について（要旨）

はじめに

・利用者・職員が新型コロナウイルス感染拡大防止対策を強めながら、危機管理意識を高

めて事業運営を強める必要がある。

・「将来構想」基本目標に掲げた①利用者支援向上と質の高いサービスの提供、②職員の

資質向上と働きがいのある職場環境の確立、③透明性とガバナンスの強化、地域に開か

れた事業運営の実践、の３本柱を重点課題として業務を推進。

利用者への支援向上と働きがいのある職場環境の確立、事業運営の適正化について

・就労継続支援B型やまびこ事業所の定員変更（27名→20名）（6月）、多機能型事業所

あずま事業所の生活訓練の廃止（5月）、相談支援事業所ぱすてるの職員配置を３名

体制（4月）、グループホームみらいを鶴岡市みどり町に移転（4月）。

・利用者支援向上については、各事業所等において、職員の専門性とチームワークを発揮

しながら、一人一人の利用者に向き合い、より良い支援を実践する中で、質の高いサー

ビスの提供に努める。

・職員の働きがいのある職場環境の確立に向けて取り組みを強める必要がある。

利用者の安全・安心な日常生活の確保、職員の危機管理をはじめとしたガバナンス強化

について

・利用者の安全・安心な日常生活を確保するために、新型コロナウイルスの状況の変化に

応じた対策を講じる必要がある。あわせて、職員自らの感染予防対策、利用者への支援

のあり方も統一的な対応が求められる。

・地震や大雨等の災害に対応した危機管理対策の強化。

地域や関係団体との協力協同・連携の強化について

・庄内障がい者地域支援親和会総会（10月）、鶴岡地区障害者通所施設協議会をはじめ

とする地域や行政・関係団体、全国組織社会福祉法人きょうされん等との協力協同・

連携をつよめる。

令和２年度事業計画 策定しました

裏面に続く

訃 報
社会福祉法人親和会・初代理事長の坂本敬一様が3月9日ご

逝去されました。享年92歳。

謹んでお悔やみ申し上げます。



あすか 職業指導員

丸山 亜美さん

２月より入職致しました。

好きな言葉は

顔が晴れると書いて

『顔晴る』

みなさんに

信頼して頂けるスタッフに

なれる様に。

毎日笑顔で過ごせる様に。

顔晴りたいと思いますので

よろしくお願いいたします。

多機能型事業所あすか

生け花教室

あすかの生活訓練で

は12月26日に古流松應

会の木根渕由美先生を

お迎えして生け花教室

を開催しました。

２人１組で4つの生け

花を作りました。

作成した生け花は、

鶴岡地区の通所３事業

所に飾りました。

あすか 生活支援員※

小花 清花さん

１月からあ
すかで勤務し
ています。
皆さん「可

愛い名前だ」
と褒めてくれ
て、すごく嬉

しいです。名前とのギャップが
ありますが、お花のように、明
るく元気な笑顔で皆さんと毎日
過ごしていけたらいいなと思っ
ています。
趣味はソフトバレーですが、

週末自宅で晩酌をするのが今の
楽しみです。
迷惑をかける事も多いと思い

ますが、１日でも早く仕事を覚
え、皆様の力になれるよう頑張
りたいです。
※ 4月1日よりやまびこに異動します。

ひだまり 世話人 齋藤 典子さん

去年11月よりグループホームあゆみ世話人として働き始め、
今年2月よりひだまり世話人で働いています。

4ヶ月が過ぎましたが、まだわからないこともあり、利用者様
から教えてもらったり、助けてもらうこともあります。
利用者様に、安全でおいしい食事を提供し、心身の変化に気

付けるように努めるつもりです。

平成から令和へと年号の変わった前年度、皆さんにとって

どのような年度だったでしょうか。

新しい年度をむかえるにあたり、令和元年度に印象に残った

行事を振りかえってみましょう～

多機能型事業所さごし 日帰り旅行

さごしは10月22日に日帰り旅行をしました。

消防学校で消火訓練をしましたが、燃え盛る火

はなかなか消えず苦戦。

その後「スタミナ太郎」

で昼食。

人生初の食べ放題はハプ

ニング続出？（お皿に料理

を取りすぎ・・・）でもお

いしかった！

新入職員紹介

鶴岡グループホームみらい

鶴岡市みどり町に移転しました

鶴岡市新海町にあったグルー

プホームみらいは、４月１日を

もってみどり町に移転します。

相談支援事業所ぱすてるやグ

ループホームまごころのすぐ近

くにあり、より安心で快適な生

活を送られる立地です。

多機能型事業所あずま 餅つき大会

年末恒例の餅つき大会。昨年は12月28日に

開催しました。いつも利用者の方が力いっぱ

いついてくれます。が、今回は事務局長のつ

き方がピカイチ‼腰の入り方がプロ級で、見て

いてホレボレ～ッ

就労継続支援B型事業所やまびこ

ボウリング大会

５月９日に１日旅行を

開催。メインはボウリ

ング大会でした。

ナイスショットを決

めた時の笑顔が最高‼

就労継続支援B型事業所さんのう

山王日枝神社の獅子舞

毎年４月初めに行う山王日枝神社

の春祭り。昨年もさんのう事業所に

獅子舞がやってきました。

利用者の方や職員はさんのう駐車

場で獅子に頭をかんでもらいました。

縁起物にかんでもらい、ほのぼの

とした気持ちになりました。

あすかの生け花

←
消
火
訓
練
中

さごし 職業指導員

佐藤 雛さん

3月からお世話になります
佐藤雛です。就労支援施設で
の経験はなく初めてのことば
かりですが、職員や利用者の
皆さんに教えていただきなが
ら、少しずつ覚えていきたい
と思います。これまでの経験
を活かしながら楽しく仕事に
取り組んでいきたいと思いま
す。
ご指導よろしくお願いしま

す。

ひだまり 世話人 百瀬眞由美さん

２月から世話人として働き始めました。最初は緊張と不安の
毎日でしたが、先輩職員の方々から心親丁寧に教育していただ
き、不安も徐々に解消してきています。
利用者様が安心して暮らせるように心掛けて頑張りたいと思

います。

がんば

前号発行後、親和会では６名の新しい職員をむかえました。新入職

員ともども、親和会は「ワンチーム」で利用者の方々の支援をしますので、

よろしくお願いします。

←
事
務
局
長

腰
が
入
っ
て

ま
す

‼

Ｎｅｗ

み ら い

役職員全体研修・交流会開催！

2月22日（土）鶴岡市内で役職員全体研

修会・交流会を開催し、役職員約80名が

参加しました。「こころの医療センター」

から小山哲巨氏を講

師として障がい特性

と支援について学習

したほか職員による

発表等を行いました。

イラスト：シューイチさん（さごし）

さごし 調理員 齋藤 明美さん

福祉の職場に勤めるのは初
めてなので、いろいろとご迷
惑をかけることもあると思い
ますが、利用者さんにおいし
いお昼を提供できるように頑
張ります。
よろしくお願いします。

イラスト：シューイチさん（さごし）


